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2018年 10月 4日 

第５２回中部本部長杯 ゴルフ大会の報告 

企画委員会 委員長 石川君雄（経営工学、総合技術監理） 

    大会幹事 田島暎久（航空・宇宙）            

 

企画委員会主催による第５２回中部本部長杯ゴルフ大会が１０月４日(木) 、参加者１８名によって「さ

くらカントリークラブ（岐阜県八百津町）」において開催されました。ときおり小雨のぱらつく空模様で

したが、参加者一同、心行くまでゴルフを満喫するとともに親睦を深めました。 

本大会は２５年以上の歴史を持ち、毎年春と秋に中部本部の行事として開催されています。最近は他

士業との交流・親睦を兼ねて、弁理士会、弁護士会、更には新妻参議院議員事務所からも参加いただい

ており、今回は弁理士１名、弁護士３名、新妻参議院議員事務所１名が参加されました。 

結果は次の通りでした。（敬称略、ダブルペリア方式） 

優勝：沢野 勝（建設）、 準優勝：山口昇三（建設）、 3位：尾崎隆弘（弁理士） 

 

 

スタート前の集合写真 

 

次回の予定：第５３回 ２０１９年４月１１日（木） 

同場所「さくらカントリークラブ」（野尻氏の紹介） 

次回の大会幹事：沢野 勝 sawano@aqua.ocn.ne.jp 

以上 

 

追記：訃報。この大会にいつも参加されていた 有泉湧二 氏が、この日の 15時 35分にすい臓癌

のため逝去されました。ご冥福をお祈りいたします。 

有泉氏は今大会にもエントリーされていましたが、体調不良とのことでキャンセルされました。 

mailto:sawano@aqua.ocn.ne.jp
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＜第 45回技術士全国大会（福島）の報告＞ 

            岡井 政彦   技術士（電気電子） 

 

 

2018年度の第 45回技術士全国大会（11月 11日～13日）に参加しましたので、以下に概要を報

告します。 

 

中部本部からの参加者 

中部本部からは、愛知県支部 19人、静岡県支部 5人、岐阜県支部 2人、三重県支部 1人でした。ま

た参加者総数は技術士 640名（参加者名簿による）であり、これに技術士でない一般の参加者（パネラ

ーやパネリスト、大学の先生、県内行政機関など）も入れると 700名を超える総数でした。 

 

開催場所 

 福島県郡山市 郡山ビューホテルアネックス、ホテル ハマツ、ビッグアイ 

 

テーマ 「未来技術の創生と展望～巨大災害を生き抜く～」 

 2011年の東日本大震災とそれに続く福島第 1原子力発電所の事故により福島では多くの生命と財産

が失われました。その後の懸命な復興活動により福島は日常を取り戻しつつありますが、いまだに故郷

へ帰れない人たちが大勢います。 

大会テーマに込められた思いは、あらたなふくしま（福島）の未来をどう作り上げていくのか、その

目標への到達に私たち技術士がどう貢献していくのかを考え、議論し、技術 21 部門の多様な技術士の

知恵と力を結集することを改めて確認する大会でした。 

 記念講演 

  「会津藩から学ぶ復旧・復興の心構え」 

    歴史作家  星 亮一 氏（郡山在住） 

 

主な分科会、関連行事 

・特別分科会「ふくしまの未来を考える～未来・創生～」 

 講演 上石美咲さん（福島大学理工学部 4 

年） 演題「きずなのちから」 

パネリスト：福島大学中井学長他県内大学の教授、

東電(株)福島復興本社、技術士会福島県支部など 

・全国防災連絡会議 

 各地域本部の防災支援担当者が集まり意見交換。

静岡県支部（山之上副支部長）から「家族で考える

防災 Q&A（静岡県支部作成）」を参加者に配布し、

好評でありました。 

・見学会「猪苗代湖の水力発電施設」（水資源豊かな

エネルギー施策の一端） 

猪苗代湖水源の水力発電は、東京電力、東北電力、

電源開発の 3社合計で総出力は 35万キロワットに

及ぶ。百万キロ原発１基にも満たない発電力ではあ

るが、明治から 100年超と延々と受け継がれてきた貴重な国産エネルギーの水力発電設備であり、今も

脈々と発電を続けている。 

・分科会「東日本震災の教訓から南海トラフ地震への備え」 

 日大中村晋教授、他に石巻市、いわき市から出席など。特に東日本震災を色濃く残す震災遺跡 

（シンボル）を保存することについての必要性が語られていた点が印象強く残っています。 

 

大会式典 
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・分科会「再生可能エネルギー先駆けの地・ふくしまから未来へ」 

 福島県産業振興センターを始め福島県内で地産地消エネルギー開発を行っている企業・団体か 

ら、意欲的な取り組みの事例紹介がありました。 

・分科会「食と農の安全・安心と活性化」 

 福島大学 小山教授、JA共済、福島県ハイテクプラザ（醸造・食育） 

・分科会「しなやかな女性の感性を科学技術に活かす」 

 福島学院大学 小松由美学長他、県内大学教授や県土木部から女性技術士（2人）の出席など 

  

これらのテーマに共通することは、東北の大震災から何を私たちが学びとるかということと、原子力

に代表されるような巨大技術 1 つに頼らない多様な基盤技術を持って、社会構造を創世していくことの

大切さであったような気がします。また今回の分科会では、特別分科会の福島大学上石美咲さんを初め

開催県内の大学の先生方、また東北本部の女性技術士の参加が多くありました。これらの女性の発言で

は、女性目線の技術社会の改革についてもいろいろな意見や発表あったことが画期的だったと思います。 

 

参加しての感想 

 私は技術士会に加入して最初の全国大会を静岡市の日本平観光ホテルで

の全国大会（1993年静岡県が実行委員会）で経験しています。爾来節目

となる大会には何度か出席して来ていますが、今回の郡山でのいろいろな

議論を聞いていて大変心打たれるものがありました。 

技術士全国大会は通常の学会活動などと違って仕事ではないので、自費

で参加となるケースが多いと思います。身銭を切って参加することで、自

分がこの集まりから何を得るかと言うことが非常に重要であると考えます。

技術士の全部門 21 部門共通のテーマを皆で共有することはとても難しい

ことですが、大会テーマに込められた技術士の基本精神をこれからも自分

に鍛えていきたいと感じました。 

蛇足ですが、交流会パーティ後の二次会飲食費や帰りのお土産購買で、

少しは地元郡山の方々に経済的な貢献ができたかもしれません。 

 

 

交流パーティ会場にて（水野理事と武田会員はご夫婦で参加されました） 

 

ИИИИИИИИИИИИИИИИИИИИИИИИИИИИИИИИИИ 

2019年 第 46回技術士全国大会（予定） 四国・徳島 

 『新たな世代（とき）へ、技術士の挑戦』 ～四国・阿波からのメッセージ～ 

 会期 2019年 10月 5日（土）～7日（月） あわぎんホール（徳島市） 

 ※徳島大会では、第 47 回全国大会（2020 年 名古屋市）を、中部本部から予告宣伝します。多く

の会員の皆様が徳島へ集合されるようお願いします。 

 

JR郡山駅構内にて 
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＜ビジネスフェアー２０１８ 販売促進相談会奮戦記＞ 

活用促進委員会   平田賢太郎  技術士（化学部門） 

 

販売促進相談会 日本技術士会 中部本部－ 技術士を上手に使って戴くため － 

１．背景 

恒例のビジネスフェアー２０１８が１０月４日、ポートメッセ名古屋の展示場で行われた。主催の一

般社団法人 東海地区信用金庫協会より、一昨年、昨年に続き販売促進相談会（：こちらが命名した技術

相談会）の開催要請があり、技術士広報・認知度向上・ビジネス獲得に大変有難い機会であり、予定し

ていたが対応させていただくこととなった。しかも今回は展示場内の相談コーナーに他展示企業同様ブ

ース二コマのスペースを主催者費用にて用意いただけることとなった。ブースは、中小機構、中小企業

診断士協会等コンサルティング機関コーナに配置された。 

２．対応 

(1)展示企業３８０社よりの販売促進相談会への事前相談（当日以前の予約）応募結果 

これまでの実績では、１５社程度存在したが、本年度は零であった。予稿集を診たが過去の展示参加

実績企業は少なかった。当方の相談会応募実績企業のリピート企業は 1社だけであった。 

(2)ブース内貼付用ポスター10枚（A0版）準備 

・企業経営者の皆さんに（各企業がどんな局面で、技術士起用のニーズがあり得るかのガイド） 

・貴社の商品サービスを求めているお客様を見つけ出す（写真１） 

・よろず科学技術相談所（ものづくり人材育成）・科学技術鑑定グループ（トラブル事案） 

(3)当日対応（表１：対応メンバー）                                            

   ミニプレゼン、訪問対応、ブース訪問 

 

３．結果 

・相談件数 4件（来場者）8件（訪問企業） 

・来場者・訪問企業への説明回数 来場者計８件、訪問企業計 23件 

４．課題・反省 

・広報誌に基づき事前に企業に接触・広報し、ブースへ来訪いただくことが肝要である。 

・顧客動線に沿った展示が必要：入口―通路―出口 

・ブース内プレゼンは客寄せに極めて有効（何かやっている印象）：3回計画中、2回実施 

・ブースのタイトル：企業における技術面の課題解決をする名称へ工夫要。      

・来場者に声をかけるツールが必要 ex.配布物（パンフレットを入れる袋、粗品など） 

５．まとめ 

これまでの 2 回と異なり、ターゲット顧客がなく、困難を極めた。予稿集から、３８０社より、技

術相談に応じそうな企業へ事前の相談アプローチを広報・営業する必要がある。昼食時の展示者情報

交換会で、相互に名刺交換し、ブースへ来訪いただいた企業も数社あったが、ともかく、一に広報、

二に広報の姿勢で、対応し認知度向上に努めた一日であった。この機会は、技術相談を実践する生の

トレーニングの機会であり、多くの技術士の参加が望まれる。 

 表１ 販売促進相談会 対応メンバー 

写真 1 ミニプレゼン中の麻田技術士 
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＜PL実践研究小委員会の紹介＞ 

PL実践研究小委員会委員長 前田 持  技術士（機械） 

 

○活動目的 

PL 法すなわち製造物責任法は、第 1 条～第 6 条までのきわめて短い法律であるが、PL に関

する書籍、裁判事例などはきわめて多い。これらの書籍を理解し、PLで悩む企業の手助けを目的

として活動しています。 

○活動内容 

一昨年 10 月(2017 年)、弁護士の藤田哲先生をお招きして、「裁判官を説得できる意見書と

は」という演題で講演会を開催しました。ご講演の内容は具体的な意見書 A,B,C,D を例にとり、

ご説明いただきました。要するに専門家の意見書は、専門用語が多く分かりにくいので、弁護士

や裁判官が「解かった」と云ってもらえるかどうかがキーポイントとのことでした。 

講演会風景             現在のテキスト「法工学」 

現在は「法工学」(日本機械学会編)というテキストを使い、技術が法律を介して、どのように

して社会の中に定着していくかという技術と法律をつなぐ方法論を体系的に研究する学問領域で

ある法工学を学んでいます。 

また、事例研究としては新聞にも掲載されていた下記の写真のような事故事例、 

具体的には 2017年近江八

幡駅の再開発事業においてク

レーン車 1 台にて敷地角部分

の杭引抜作業を行っていた。 

ケーシングにより杭と周辺

地盤との縁切り(杭を抜き易く

するため杭周辺を掘る作業)を

行いケーシングの引抜を終え、

杭の吊上げに取り掛かってい

たが、ケーシングの接地が不十

分で杭を無理に吊り上げたた

め想定以上の負荷がブームに

かかり、ブームが破損しケーシ

ングが転倒した。怪我人はでな

かったが道路を挟んだ薬局ま

でケーシングが倒壊し電線切断、電柱倒壊した。これにより、近隣の近江八幡駅などで停電が生

じた。このような事故例について、原因鑑定の結果について話し合うなどの活動をしています。

ご興味のある方はぜひご参加ください。 

なお、毎回建設関係の事例があるわけではありません。産業分野は技術士の技術分野のごとく

非常に範囲が広いので、電力関係、ソーラー、風車発電、廃棄物処理施設、食品機械など多岐に

わたっていますので、あらかじめご承知おきください。            以上 
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＜企画委員会の紹介＞                                      

企画副委員長 竹居信幸   技術士（建設・総合技術監理） 

 

○活動目的 

 本委員会は、2015年より旧事業委員会の業務を継承した活動を行ってい 

ます。 活動内容は、4月と 10月のゴルフ交流会、７月の年次大会、2月の弁理士会との合同

研究会、３月の新合格者説明会の企画等です。 

○活動内容 

 例年 2月に行っている「弁理士会東海支部との日本技術士会中部本部の合同研究会」をご紹介

させていただきます。 

 本年は、2019年２月 8日（金）に中部本部で開催し、技術士会側は、一般社団法人技術知財

経営支援センター（MOT-IP）代表理事の秋葉恵一郎様にご講演いただきました。 

 講演内容は、技術士と弁理士との連携した活動状況、コンサルタント事例等でした。 

 弁理士会側の講演者は、   未定です。 

 

技術士会にとって、他の士業との連携は永年の課題であり、この研究会を通して、日本弁理士

会と協力した業務開発の場の形成の構築の模索しています。 

 

 

＜経営工学部会の紹介＞ 

部会幹事 長谷川欽一   技術士（経営工学） 

 

○活動目的 

Ⅰ.各部門技術者との知見の進化及び深化を図るオープンな部会。 

Ⅱ.中小企業診断士など他士業との連携。 

 

○活動内容 

Ⅰ.多様な講演内容。 

Ⅱ.工場見学。  

Ⅲ.統括本部との連携。 

Ⅳ .他経営支援団体への広

報。 

 

 

物流 

ロジスティックス 

金融工学 

ＱＣＤＥＳ・4M・改善  

生産マネジメント 

OR・統計  

数理・情報 

品質・ 

プロジェクト M 

サービス M 
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＜社会貢献委員会（防災支援小委員会）の活動報告＞ 

防災支援小委員会委員長 平澤征夫 技術士（建設） 

 

○活動目的 

     中部本部における技術士による各方面での防災支援活動を活発化する。 

○活動内容 

（１） 原則として具体的活動は、各県支部を中心に地域に応じた防災支援活動を推進する。

また、各県単位で防災研究会、防災教室、セミナー、専門家養成、自治体との支援協定

締結を検討し、推進する。 

 ・愛知：平成 29年度から防災委員会を立ち上げ、第 1回秋季防災講演会を主催した。 

     平成 30年度は、建設部会と連携して、人口 3万人以下の市町村に対しアンケートを

行い、防災支援や、通常業務でも技術士が協力できそうな支援があるかどうかを聞き

取ることとした。さらに、防災研究会、防災教室、セミナー、専門家養成、自治体と

の支援協定締結を検討するなどの活動を行っている。 

 ・岐阜：防災支援委員登録呼びかけ、防災教室の開催 

 ・三重：防災支縁委員呼びかけ、防災関連資料配布、自治体への防災テーマに関するテクノカ

フェの実施 

 ・静岡：静岡県地震防災センターとこども防災教室を開催、マンション防災マニュアルの作成 

     研修、静岡市と防災ワークショップ開催、牧之原市との包括協定に基づく支援継続、 

     静岡県との災害協定に係る協議の実施、静岡県士業連絡会関連活動、連絡体制整備 

  

（２） 中部建設部会と共催で、昨年度荷つづいて平成 30年度防災に関する「秋季特別講演会」

（土木分野の防災と維持管理に関する特別講演会）を開催した。 

      今年度の「防災分野」の講演者には杉井 俊夫 氏（中部大学都市建設工学科教授）

を御願いした。講演テーマは「安全な河川堤防とは？－土からなる遮水構造物の現状

と課題―」であった。 

     講演内容は、はじめにわが国の河川堤防について、なぜ  

     土で出来ているのか？ その役割は何か？ そして、今 

     の堤防は本当に安全なのか？ などの基本的な説明から 

     土の透水性の話、透水を防ぐために、均質でない複雑な 

     構造を持った堤防で可能なのか、などの相矛盾する堤防 

     の安全性についての現状と課題を述べられた。つづいて 

     先生が実際に、庄内川の河川敷で、作成したモデル堤防 

     で行った透水実験と破堤実験の結果と科学的な解析結果 

をビデオを示して分かりやすく説明していただいた。 

参考文献：杉井研究室ＵＲＬ 

 https://www3.chubu.ac.jp/faculty/sugii_toshio/papers_report/ 

 

https://www3.chubu.ac.jp/faculty/sugii_toshio/papers_report/
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＜静岡県支部の活動＞ 

支部長  長嶋滋孔  技術士（建設） 

 

○活動目的 

 会員の自己研鑽のための CPD例会の実施 

 会員の要望を例会時のアンケートにより調査し反映させる 

 興味を持ち参加し易い講演内容を心がける 

 支部独自の研究会の活性化に協力する 

社会貢献活動として下記事業を意欲的に推進する 

 防災関連活動に伴う外部団体との契約、内容の履行 

 地震防災センター主催のこども防災教室への参加 

 小学校の理科支援特別授業 

 テクノロジーカフェの推進 

本年は防災研究会を中心にまとめてくれた「家族で考える防災 Q＆A」を 3,000部発行し、

会員の分担で自治会、学校などに配布し、日頃の防災意識を高め災害時の危機管理に活用する

と共に技術士会を PRしたい。 

○活動内容（2018年実施） 

 第 3回例会    8月 25日 出席者：31名 

 ・「中国浙江省企業管理フォーラム参加報告」 講師 宮野正克、小久保優両会員 

 ・「道路行政における最近の話題～静岡国道事務所の取り組み」事務所長 隅蔵雄一郎氏 

 第 4回例会（見学会）10月 26日 出席者：22名 

 ・由比地すべり管理センター 国土防災技術株式会社 野坂大樹氏 

 ・由比地すべり対策事業現場 国土交通省 富士砂防事務所 副所長 白木久也氏 

            

 第 5回例会     12月 8日  

 ・「生物多様性の保全～静岡県の野生生物保護の行方」常葉大学 名誉教授 山田辰美氏 

 ・「天竜川の治水の歴史～明治 150年・先人に学ぶ」 浜松河川国道事務所 三浦弘禎氏 

 テクノロジーカフェ 9月 14日 

 ・「新幹線物語」  講師：岡井政彦会員 

 会報の発行：    9月 1日 №163号 

 役員会 11月 23日：研究会と合同 

     12月 8日：例会と同時開催 

 静岡県災害対策士業連絡会 

  ・静岡県との災害時支援の新合意書締結式：12月 25日  
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＜岐阜県支部の見学会＞ 

岐阜県支部 高木 智  技術士（建設、総合技術監理） 

 

 

○開催目的 

岐阜県支部では、岐阜大学のご協力を頂き、2017年 8月にオープンしたインフラミュージア

ム（http://me-unit.net/2017/10/26/infra-museum/）の見学会を開催しました。 

インフラミュージアムとは、社会資本の維持管理を携わる技術者が橋、トンネル、道路等の設

計施工を学習するため、最新の点検技術の検証に役立てる施設です。平成 30年 8月末には高盛

土の構造物の施設も完成し、充実した施設となっており、中部本部の会員の皆様にもご案内し、

インフラの維持管理に関する講義とインフラミュージアム施設の見学会を企画いたしました。 

 

○岐阜県支部主催の見学会開催 

日時：平成３０年１０月２７日（土） １４：００～１５：３０ 

場所：岐阜大学インフラミュージアム （岐阜大学構内） 

後援：岐阜大学工学部、岐阜工業高等専門学校 

参加者：１３名  

 

○岐阜大学応対者： 

 岐阜大学 工学部 社会基盤工学科 教授 小林 孝一 氏 

 岐阜大学 工学部付属インフラマネジメント技術研究センター 研究員 熊田 素子 氏 

 

○行程 

JR 岐阜駅前のバス乗り場に集合した後、岐阜バスを利用して学園祭で賑わう岐阜大学に到着。

工学部の教室において小林教授から「岐阜大学インフラミュージアム」の概要説明を聞いた後、

小林教授と熊田研究員の案内でインフラミュージアムを見学しました。 

終了後、岐阜駅近くの居酒屋「浜やま屋」において有志９名で懇親会を開催しました。 

 

○「岐阜大学インフラミュージアム」での内容 

当該施設は、インフラマネジメント技術研究センター（CIAM）の実習施設として設立されま

した。この CIAM の目的は、「ひとつくり」（人材育成）、「しくみつくり」（産官学連携）、「こと

つくり」（新技術）を主眼においているとのことです。 

また、社会基盤ME（メインテナンス・エクスパート）養成講座で、これまでに 444名のイン

フラ維持管理人材を育成し、実践現場で大いに活躍されています。 

「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）」の一つが「インフラ維持管理・更新・マネジ

メント技術（SIPインフラ）」で、「岐阜大学 SIP実装プロジェクト」はロボット技術などの新技

術活用で自治体を支援しています。 

インフラミュージアムの施設として、「盛り土モ

デル」、「トンネル断面モデル」、「鋼桁モデル」、「PC

橋モデル」を設置されています。いずれも協力企

業による新規製作です。 

施設は ①学部と大学院の授業 ② ME 育成な

どの社会人プログラム ③鋼構造物の非破壊検

査・点検技術の評価 ④その他の新提案 で活用

しています。 

※本報告は、岐阜県支部副部会長 田島 暎久氏

の見学会メモを参考に作成しました。 

ご協力ありがとうございます。 PC橋モデルの前で小林教授（左から５人目）と参加者 
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＜三重県支部の活動＞ 

支部長 竹居 信幸 技術士（建設・総合技術監理） 

 

○活動目的 

‘外部に開かれた会員の役に立つ技術士会活動の実践’を目標として、年 4回のセミナー（例会）、
年 6回のカフェ、年 2回の見学会、年 3回の懇親会を実施しています。 

○活動内容 

 支部活動の一例として、第 1回見学会を紹介させていただきます。 

日時：2018年 9月 11日（火）13時 30分～15時 30分 

参加人数：12名（会員）＋2名（一般技術者） 

処理施設（浄化センター） 

① 名称 志登茂川浄化センター 

② 位置 津市 

③ 敷地面積 6.2ha 

④ 処理能力 46,700ｍ3/日 

⑤ 水処理方式 凝集剤添加型硝化脱窒法＋急速ろ過法 

⑥ 汚泥処理 濃縮＋スクリュ－プレス＋焼却（将来計画） 

⑦ 放流先水域 伊勢湾 

＜施設見学＞ 

志登茂川浄化センター中央監視室、水処理施設      生物反応槽から最終沈殿池（右奧） 

・水処理施設の特徴  

① 施設が海岸に近いことから、大地震による津波対策として、施設ごと防水扉による区分がさ

れており、また施設の接続も想定浸水高さ以上の通路となっていた。 

② 周辺の民家が近接しているので、施設のほとんどが   

建物の中にあり、最初沈殿池、生物反応槽などは覆蓋 

され、臭気に対する配慮が十分なされていた。（汚水ポ 

ンプ施設を含め、ほとんど臭気を感じなかった。） 

③ 計画処理水量に対し敷地面積が狭いので、生物反応 

槽の水深を大きくとり、またＭＬＳＳ（生物反応槽の微 

生物濃度）を高くできるステップ流入式を採用していた。 

このことにより、所定の汚水処理能力を確保していた。     管理棟前にて 

④ポリエステル繊維を円柱状に加工したろ材を充填したろ過装置が設けられていた。このろ材 

を用いることにより、ろ材層の空隙率が大きくできるのでろ過速度が大きく取れ、その結果、 

設備をコンパクトにすることができた。また、ろ材の入れ替えも必要なく、摩耗や逆洗によ 

る減少分を追加するのみで、対応できるとのことであった。 

⑤2018年 4月に供用開始した施設なので、流入汚水量は少なく、最初沈殿池を越流させず 

に貯留池として使用し、その全量を生物反応槽に流入させ、生物反応槽も６池中２池のみを 

使用するような初期対応がなされていた。 
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＜青年技術士交流委員会＞ 

青年技術士交流委員会 副委員長 嘉田善仁 技術士（機械） 

 

○活動目的 

今年度は、「やりたい夢と語り合い、自己実現」を活動スローガンとし、活動目標を以下の３つ

として活動しています。 

・会員満足へつながる企画 

・年々進化できるコンテンツ 

・壁のない新たな出会いの提供 

今回は、実施した活動内容についてご紹介したいと思います。 

○活動内容 

【総会、6月例会】6月 30日 

≪総会≫ 

前年度の活動報告、会計報告及び、本年度の委員改選、規約改正、活動計画、予算計画の 

説明を参加者にしました。 

＜活動報告の詳細＞ 

科学館等への見学会、技術士についての勉強会等を例会で実施し、各技術同好会の活動内容の 

紹介、技術士全国大会や修習技術者研究業績発表会等の他地域交流実績について説明しました。 

＜活動計画の詳細＞ 

前年度に引き続き、他地域との交流を促進しています。詳細は、以下に報告致します。 

＜委員の改選＞ 

本年度は、新たに 2名の方が委員会メンバーとして運営に加わっていただいています。 

   

                写真：総会の様子 

≪6月例会≫ 

＜技術同好会の説明＞ 

従来の大勢で行うフィールドワーク型の 

同好会に加え、１年完結型のプロジェクト型 

同好会を発足しました。少人数で 2、3時間 

と気軽に集まれ、テーマもメンバーが合意し、 

技術的ならばOKとしました。 

今年度は「情報活用」、「お城の科学」同好 

会が活動予定です。                写真：技術同好会の紹介 
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＜自己+技術紹介＞ 

会員同士の交流と技術知見を身に付ける目的で実施しました。新しい会員とのコミュニケー 

ションだけでなく、中部青年技術士交流委員会会員の部門は、情報工学、機械、建設、経営工学、 

電気電子等、多岐に亘るため、専門外の新しい知見を多く得ることができました。 

総会、6月例会共に 20名の方に参加していただきました。 

  

                         写真：自己＋技術紹介 

【青年技術士交流委員会全国大会】 11月 10日～11月 12日 

≪研修会≫ 11月 11日 

「共に考える『ふくしま 地域創生のための７つの挑戦』」をテーマに各地の青年技術士交流委員

会の会員が 8班に分かれて討議をし、今福島県が取り組んでいる挑戦に対して技術士として技術

的かつ先進的な視点を交えて具体策を導出し、その具体策をプレゼンで競い合いました。 

   

    写真：開会あいさつ        写真：討議内容      写真：プレゼン風景 

 ≪テクノツーリズム≫ 11月 12日 

東北本部青年テクニカルツアーでは、大久保利通最後の夢と開拓者をめぐるツアーと題して、

安積疏水を構成する十六橋水門、上戸頭首工、麓山の被曝を見学しました。当日は、郡山市役所

の職員の方の説明で、大久保利通により職を失った武士に、当時国費を費やす効果がありそうな

猪苗代湖の開拓に当たらせ、経済の発展を図ったなど、戦略的な建設計画等の歴史を学びました。

 

    十六橋水門           猪苗代湖         麓山の被曝 
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≪１１月例会≫ 1１月２４日 

＜講演会＞1４名参加 

  「IoT、AIの現状技術、これからを語る会」として、青年委員を中心に４名の講師が、それぞれ

の業務の分野に沿った内容を報告し、会場からの質疑応答を受けながら議論をしました。 

 IoT、AI はどの業界でも注目されている技術であり、皆さんの関心の強さを感じることが出来

ました。しかしながら、運用という面ではどうしていいのか戸惑いも感じられ、課題を共有しな

がらも、経験の中での技術の話や政府が提示する未来構想などを題材に、活発な議論が出来たと

思います。 

＜懇親会＞９名参加 

 懇親会は講演会の会場にケータリングや有志によるお酒の持ち込み、買い出しにて食材を用意

し、講演会の雰囲気のまま乾杯しました。改めて自己紹介から始まり、各参加者の業務の中での

IoTや AIの必要性なども合わせて話すことができ、より議論と親交を深めることができたと思い

ます。 

   

   

写真：講演会と懇親会 

 

≪忘年会≫ 12月 8日 

＜レクリエーション＞12名参加 

  メンバー間の親睦を深めると共に２年後に控えた全国大会でガイドをする候補調査も兼ねて、

３チームに分かれて建築物ガイドをするため（忘年会内でガイドを行って優勝チームを決定しま

した！！）、調査を実施しました。こんなところに合掌造り／こんなところに五重塔・仏像／こん

なところにお寺と各グループ共新しい発見があり、活動時間約 4時間が全く間に過ぎ去りました。 

＜忘年会＞16名参加 

  モンゴル料理店の個室を貸し切り、実施。普段（恐らく）食べないモンゴル料理や飲み物を堪

能しました。更に民族衣装にも着替えることが出来、身も心もモンゴル一色。ガイド大会や紙飛

行機大会と飲食だけではない催しで、来年からの活動の団結を確認することが出来ました。 
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写真：レクリエーション             写真：忘年会 

 

≪おわりに≫ 

 2019年も会員の要望に応えながら様々な活動をしていきたいと思います。活動内容は、気軽

に参加できるように工夫していきますので、私たち一緒に技術を楽しみましょう！  

 

≪入会方法≫ 

入会方法；ホームページにて入会申込書をダウンロードし、メーリング担当へ送付。 

メール宛先：nyuukai_c-seinen＠c-seinen.web5.jp 

≪会の紹介HP≫ 

 

≪会の紹介 FB≫ 

 

https://www.facebook.com/ 

日本技術士会中部本部-青年技術士交流委員会-613289168796624/ 
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＜事務局散歩道＞ 

                        平田賢太郎、松田あゆみ 

 

  日本技術士会は、会員の皆様の日々の活動により、支えられています。 

中部本部には、活動組織としまして 16委員会、7 部会、そして１登録グループがあります。会

員は必然的にどこかの部会には否応なく所属しています。従いまして、よく「方針に納得できな

いから、〇〇部会を脱会します」との伝達がありますが、全くナンセンスなのです。部会長のご

苦労が偲ばれます。又、委員会は、何らかの依頼推薦（委員会、部会、県支部）により任命され

て委員が構成されていますが、結局は末端の会員への何らかのサービスを提供すべく運営されて

います。各委員さんは、夫々のバックグラウンドの代表であり、意見具申や出身母体へのフィー

ドバックが必要であり、個人の世界でクローズすることがあってはなりません。そして、統括本

部における常設及び実行委員会へ中部本部代表委員としてご苦労されている委員も多数おられま

すが、委員としての理念は全く同一です。統括本部では、２１各部会及び常設・実行委員会がま

さに車の両輪となって、激しく運営されています。これらの運営手法を地域本部に生かすことは

大事なことです。中部本部代表委員がここで切磋琢磨し、自己研磨すると同時に中部本部に新風

を吹き込むことが望まれます。興味深い講演会や行事を、スカイプを通し、同時中継を中部本部

で開催することが可能です。 

  これらの諸活動のインフラとして会議室及びプロジェクターそしてスカイプ機能は必要不可欠

なものでして、‘中部本部会議室利用要領’に基づき利用していただいていますが、会員皆様の日々

の活動を円滑に行っていただくべく最近修正されました。第 1点は、土日・祝祭日での利用に対

する会議室のキー入手の問題です。これまでは、事前入手にあたり、事務局まで出向かれておら

れた会員も少なからずおられたと推察します。アパートの空室対策によく使用されるキーボック

スを近傍に配置し、予め事務局に確認した暗証番号をセットすることで、入手可能としました。

但し、暗証番号は時々変わります。第 2点は、統括本部行事のスカイプ中継優先の件です。もし

当会議室での行事が重なった場合、インパクトある行事におきまして、費用対効果の視点での協

議の上、優先権が得られるようにしています。 

 技術士はそれぞれが一国一城の主であり、プライドを有しています。その意味で各活動単位は、

その方針をメンバーに強制することなく、メンバーの意見が反映される緩やかな連携活動が期待

されると思います。 

キーボックス 渡邊本部長、平田事務局長、松田事務局員 
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〜 権威ある成果 品位ある⾏動 〜 
 

私たち玉野総合コンサルタント株式会社の社訓である「権威
ある成果 品位ある⾏動」は、そうした仕事への姿勢とともに、
社員⼀⼈ひとりが社会⼈として気⾼さや上品さを持ち⾏動する
ことを示しています。 

部 門 人数
総合技術管理 35

建  設 151
上  下  水  道 9
衛  生  工  学 2

農  業 3
森  林 1
水  産 1

情  報  工  学 1
応  用  理  学 8

環  境 11
合  計 222

技術士登録者数

日本技術士会 会員：162 名 

＜協賛企業紹介＞ 
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☆中部本部では、協賛いただける企業・団体を募集しております。協賛の申込みにあたっては、

中部本部へご連絡いただくか、ホームページ「協賛団体募集要項」をご確認ください。 

http://chubu-ipej.sakura.ne.jp/ 

 

 

【今後半期の主な予定】 

 ・中部本部 6 月 １日（土） 夏季例会 7 月 2０日（土） 年次大会 

  9 月 ７日（土） 秋季例会  

・愛知県支部 6 月 1５日（土） 年次大会 ８月 ３日（土） 例会 

  ９月２１日（土） 例会  

・岐阜県支部 5 月 1１日（土） 年次大会 7 月 ６日（土） 例会 

  9 月１４日（土） 例会 

・三重県支部 4 月 ６日（土） 例会 6 月 2２日（土） 年次大会、例会 

・静岡県支部 4 月 1３日（土） 合格者説明会 4 月 2７日（土） 例会 

  6 月 ８日（土） 年次大会、例会 8 月 2４日（土） 例会 

  ９月２８日（土） 例会 

 ・日本技術士会定時総会 ６月 1３日（木） 

 ・技術士第 2 次試験 7 月 14 日（日）、7 月 15 日（月） 

 

 

〜 誠意をもってことにあたり        
技術を軸に社会貢献する 〜 

 
私たち日本工営グループは、「安全・安心な社会基盤の整備と豊かな生

活空間づくりに価値あるサービスを提供し未来を拓く」というビジョン
に基づき、グローバルなコンサルティング＆エンジニアリングファーム
へと進化を続けてまいります。 日本技術士会 会員：715 名 

技術士登録数
部    ⾨ 登録数

総合技術監理部⾨ 286
建設部⾨ 605
機械部⾨ 2
電気・電子部⾨ 20
資源工学部⾨ 1
上下水道部⾨ 54
衛生工学部⾨ 6
農業部⾨ 54
森林部⾨ 14
経営工学部⾨ 2
水産部⾨ 2
情報工学部⾨ 12
応⽤理学部⾨ 82
環境部⾨ 35

合計 1,175
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技術士“ちゅうぶ”では、会員の皆様からの投稿記事を募集しております。 

投稿をご希望の方は、広報委員までお気軽にご相談、ご連絡ください。 

 

中部本部 広報委員会 
 

委員長 ○岡井 政彦 

副委員長 ○栗本 和明 

委員 井上 正喜 小方 弘成 五味 道隆   

 〇高木 智 武田 晃 西方 伸広 

 村橋 光臣 横山 芳昌 吉村 元一  

                         （○：第 3 号編集担当者） 

 

技術士会中部本部の広報誌第３号 「技術士ちゅうぶ」 が完成しました。編集委員も徐々

に慣れてきましたが、技術士会各位も広報誌発行の周知度も上がり、原稿の募集、締切り、

書式設定などスムーズになってきました。また、内容も部会、支部の講演会の紹介のみなら

ず、会員投稿においては、ハイレベルな技術論文まで投稿して頂き、大変充実したものに仕

上がっております。投稿して頂いた方々、誠にありがとうございます。 

表紙は、創刊号の愛知県、第２号の三重県に引き続き、この第３号は静岡県です。静岡県

と言えば、世界遺産の富士山は外せません。我が広報委員会の岡井委員長による撮影です。

富士山と高速道路との構図には、静岡感と技術の融合という点において大変に見ごたえがあ

る表紙の写真となっています。 

次回、発行は 9 月です。新規合格者の紹介はもとより、大学の技術士会の紹介など、活動

の輪を広げるような内容にしていきたいと思いますので、皆さま、投稿をよろしくお願いし

ます。最後に、お忙しい中、広報誌第 3 号を発刊に際しましてご執筆、ご協力いただきまし

た皆さまに心より感謝申し上げます。  （編集委員：高木 智 記） 
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